
1. インプットトーク3つの論点
1. この5年で外国⼈労働者への受け⼊れに意⾒が転換したと⾔う世論調査結果が、必要性に気づけば世論が転換する

⼀例として紹介された。
2. ソーシャルビジネスの視点から、社会課題に世代を超えて取り組む「共助」が分断を乗り越える鍵になるのではな

いかとの紹介があった。
3. ⼈を巻き込むためには、正義感といったマインドだけではなく、マーケティング等のビジネススキルも有効だと紹

介された。

2. 全体対話3つの論点
1. これからの⼈⼝減少社会では全国⼀律サービスはできないことを前提に、政令指定都市が、地⽅と東京の中間拠点

として機能をより強化し、地⽅の受け⽫となることが国⼒維持につながるとの解決策が提案された。
2. これからの地⽅の在り⽅として、マーケティング戦略で⼈を惹きつけるまちになること、サービス低下といった事

実を伝えるためのコミュニケーションデザインの必要性、向かう先を⽰すことができるリーダーシップの必要性が
⽰された。

3. 孤⽴や若者の⾃⼰肯定感の低さなどの⽇本の社会課題の背景にはコミュニケーション不全が存在し、これからは⾝
近に寄り添う存在がいるコミュニティをどうデジタルで補完できるかを考える必要があるとの指摘があった。
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全体対話サマリー： 「⼈」の観点から⾒て、2040年のありたい街の姿は？

コミュニティ・⽣活が豊かで、ある程度の
機能がコンパクトに揃う城下町

⽇本では居住地移動を強制できないため、
中⼼部に移動するしかないインフラにする

ネットなど、費⽤対効果のある21世紀型の
物理的インフラに変化させる

同じ思想を持つ⼈たちが集う
新しい世界観の特区

例）バーチャル⾃由が丘

東京を拠点に、地⽅を第⼆、第三の故郷と
し、いくつかの地域に所属する政令指定都市を

東京・地⽅の中間拠点として発展させる

これから先、財源が減るので
全国⼀律サービスはやめなければならない

地⽅に物理的に分散したとしても、
バーチャルで都市に集結する

⽇本はサービス低下への抵抗が強く、
嫌がる事実を伝えない

地⽅では、合意していないがサービス低下の
必要に気づき、仕⽅なく受け⼊れている

必要性・安全性を、選択肢を⽰して伝え、受
け⼊れ度を⾼めていく

⽇本の社会課題はコミュニケーション不全
例）孤⽴、若者の⾃⼰肯定感の低さ

寄り添う存在がいるデジタルで補完された
コミュニティが未来の姿ではないか

まちの個性を作るリーダーがいる
独⾃財源をもつ特区

例）道州制

⼩学校で、⼦どもたちにも社会問題の
良い・悪い⾯を伝えて議論する

若者世代は事実に直⾯していないから考え
る⼒が低下しているのではないか

⼤都市はアドレナリンの出る働き⽅になり、
幸福感を得られる地⽅に故郷を求める地⽅分散によるエネルギー集中によって国

⼒が低下する（エントロピー増⼤の法則）

限界集落でも住みたい⼈には、住む権利を
与え、インフラ不⾜を受け⼊れてもらう

ありたい姿 課題/タブー 解決策

⼀部⾃治体では⾸⻑のリーダーシップで、
社会を変えるための動きがある 役にたつテクノロジーでも、安全神話の強さ

によって社会受容が進まない

• 地⽅に制度・規制を任せられるのか
• 全体のデザインは誰が⾏うのか

⾃治体を勝ち組と負け組として分けて捉え、
⾃治体間で連携できない

衰退する地⽅にとっての解決策は
新たなテクノロジーか

マーケティング戦略で、それぞれのまちが独
⾃⾊を出し、⼈に選んでもらう


